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＜病棟連絡事項＞
・南病棟のコロナ陽性者が増えた場合、食事を弁当に変更しBユニットオートドア側から搬入することも検討していきます。
・1/29（水）田名部Dr体調不良のため、当直医が変更になります。
1/29（水）田名部Dr⇒深澤院長

※深澤院長は20時まで不在。その間は深澤院長の携帯へ連絡するようお願いします。
＜ベッドコントロール＞

・内山　陽大様、山地　広人様、松田　詩音様、荒川スヂヱ～1/31退院予定です。
・大山　広美様～本日北病棟に転出となっています。

・石塚　シゲ子様～1/30北病棟転出予定です。
＜患者様連絡事項＞
・内山　陽大様～外泊より帰院しています。入院延期どうか提案するも金銭的理由で31日の退院を希望しています。主治医に情報提供していきましょう。初外来日早めれるかも確認していきましょう。
・畑中　勉様～本日入院形態変更しています。

・荒川　スヂヱ様～本日室岡整形受診しています。結果は記録参照して下さい。骨折見で1/31日赤に転院予定です。梅干し、タッパーは返却しています。
・中山　真由美様～疼痛時ロキソプロフェン+レボトミン30回分処方。

・小林　司様～ライフベースはしかみ面会1/30　16：00面会予定としています。
・竹原　千晴様～2/12他科受診予定で、前日より外泊希望聞かれています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・金山　辰巳様～Aユニットテレビ室に失禁した状態で居座る事がありました。所在確認をしていきましょう。
・中村　豊様～昨日体重3.3ｋｇ増加見られています。飲水状況確認していきましょう。
・藪　真弓様～自排尿なく、導尿にて対応しています。頻回に頓服も使用している為、精神症状も観察していきましょう。
・赤坂　フミヱ様～準夜帯で鼻閉訴え不穏となり、頓服使用しています。日中症状訴えはありません。
・川口　八寿子様～同室患者様の唸り声により夜間不眠で経過。日中傾眠傾向でリハビリが進んでいない状況です。必要時部屋移動も検討していきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
・藤井　理代様～拒薬あること、妄想言動や性的言動は時折聞かれていること、他患者様に対して口調強く物言いしたりすることありスタッフ介入しトラブルには至らず経過されていることを情報提供。主治医よりトリヘキシフェニジル中止指示あり。本人には副作用の内容についてはお伝えせず（その副作用症状に固執した訴え聞かれること予測されるため）、調子悪ければスタッフに教えるよう説明するよう指示あり、本人へお伝えしています。
＜小栁Dr.患者様診察情報＞

・奥泉　素子様～診察時、状態も落ち着いており退院希望聞かれている。主治医より入院に至った経緯を確認した際、御本人と御家族様との認識のずれがあり、飲酒の影響により御家族様との関係性も悪化傾向にある事の自覚が薄い為断酒教育が必要であるとの事でアルコールプログラム実施指示あり。御本人は断酒の意志はあるとの事。内服変更無く継続処方。
・荒川　スヂエ様～バイタルサインは大きな変動なく、昼夜逆転傾向にあり、疼痛持続され適宜頓用服用されているが訴えあまり変わらない事、拒食傾向にあり食ムラがある事、排便なく摘便や下剤服用している事、本日整形受診予定である事、受診結果にを情報提供行っている。
診察時も苦痛表情で疼痛訴えらている。
処方変更なし。
・夏坂　禎様～時折帰宅要求も執拗さや易怒性無く過ごされ食事摂取され夜間も時折追加眠剤使用し入眠されている事、GH「やすらぎ館」からのお断りがあった事を情報提供行っている。診察時、イライラ感の訴えがあり薬剤調整あり、クエチアピン（12.5）→（25）に増量、他継続処方となる。
・赤坂　フミヱ様～「身体が苦しい」と不穏となり、頓用服用し落ち着いている事、他患者様への暴力行為があった事を情報提供行っている。
診察時は、眼の違和感の訴えあり点眼薬処方となる。また、鼻詰まりで息が苦しいとの訴えあるも幻覚によるものかと思われるとの事で特に処方なく、不穏時は頓用使用して下さいとの事。
ロナセンテープ処方となり、他継続処方となる。
・嶋守　さち子様～転入後からも不穏さ無く食事摂取され夜間良眠出来ている事を情報提供行っている。
診察時“帰りたい”との要求あるも御家族からは“うるさいから来るな”と言われいると話されている。
入院前より、「仕事場に行くとイライラしてお酒を飲んでしまう」と。今は飲みたいと思わないと話されいる。
主治医より、認知機能・前頭葉機能の低下と共に性格の先鋭化があり、更に入院前には飲酒していたことから強い興奮に至り入院となった経緯もあり、心理検査指示あり。
内服変更なく継続処方となる。
・中田　弘子様～一時期よりは落ち着いたが、16時頃から18時頃に不安感訴えにて連日頓用服用されている事、夜間も時折不眠時服用され入眠されている事を情報提供行っている。
診察時も幻聴や苛々感はなく不安感があるとの事で内服希望あり。オランザピン　5mg→10mgへ増量あり、（2/5～定期入りとなる。）他継続処方となる。
また、両足の疼痛持続と左下肢の変色に関し、主治医より受診の必要性があると思われるとの事で“御家族様にも説明し受診を進めて下さい”との事。
＜金Dr.患者様診察情報＞

・本田　未来様～年末年始の外泊は本人はゆっくりできましたとの評価であったが、両親からは本人のイライラや粗暴性が気になったと情報あったこと、今後の方向性について主治医面談（電話でも可）したいと両親より希望聞かれていること、不安感は継続しており都度傾聴や頓服内服にて対応していること、生理前は不調が強く一時的ではあるが泣き叫んだりスタッフへ他罰的な様子見られていたこと、夜間になると両手掌に紅斑と掻痒感あり皮膚科にてデルモゾールクリーム処方となっていることを情報提供行う。
面談は父様仕事終わりの夕方以降でも良いとのことで日程調整行っていく。主治医より【あまり両親に期待しすぎないよう】本人へ伝えられている。本人からの希望もあり、vdsのブロチゾラム（0.25）➝デエビゴ（5）へ変更となる。その他処方変更なし。
　　　　　　　　服薬自己管理許可いただく。
・田名部　幸子様～今後御家族様に対して電話にて興奮するようなことであれば電話制限かけること説明されるも「母はそんな事行ってませんでした」と聞き入れず。母に期待する事は酷であり母を逆恨みする事はお門違いであることを説明されると表情険しい。電話は物の依頼のみで泣き言や恨み言は電話にて訴えないよう説明されるとパニック様となる。
外出泊の希望を訴えているが主治医より外出泊はさせないこと説明されるも納得できず、自身の要求を繰り返したり「母はそんなこと言ってなかった！」と訴える。
主治医の説明聞き入れずに自身の要求のみ訴え、診察終了となる。
処方変更なし。
・畑中　勉様～　医療保護入院から任意入院の切り替えについて主治医より本人へ説明あり、書類にサインいただく。
・沼山　真紀子様～父様の病名について主治医より尋ねられるも本人は把握しておらず。父様の病名について確認しておくよう指示あり。
・藪　真弓様～　1/27に膀胱留置カテーテル抜去しているが自尿なく1日2回の導尿にて対応していること、1度叫んだり物を投げることがあったこと、2週間程意識消失発作は見られていないこと、退院請求の聞き取り調査は2/5　15:30からの予定であること、半年間生理が来ていなく入院前に彼氏との性交渉があったと話されていることを情報提供行う。なぜこのタイミングで生理が来ていないことについて話してきたのか問われると「様子見てたらなんか」と話される。尿閉や生理が来ない訴えに対しては【構ってほしい】【病院外に出たい口実】である可能性が考えられるとのこと。尿閉に対しては何も処置はせずにトイレに付き添って腹圧掛けさせるなどの対応をするよう指示あり。1/30　妊娠可否確認のためHCG検査予定。
　　　　　　　　処方変更なし。
＜作業状況取り組み状況確認＞

・嶋守　さち子様～自室にこもっている事が多く腰の調子が悪いと作業拒否あり、自身でストレッチ行っていると話されています。不機嫌さも見られています。
・奥泉　素子様～今後について不安感訴えあり、傾聴しています。作業取組状況は良好です。

・中村　豊様～ニヤツキ目立っています。作業参加状況は良いが他者への干渉もあります。都度行動の振り返りをしていきます。

・小林　司様～貯蓄を増やしたいから働きたいと希望きかれ、気にする様子がありました。段階的に進めていくよう説明をしています。
＜業務改善検討＞

・特にありません。
